












X-Ray Crγstallographic Study of Branched-Chain Amino Acid 
Aminotransferase from Escherichia coli : Structural Basis for 






大腸金由来の分岐鎖アミノ酸アミノ基転移酵素 (BCA'1')はピリドキサー ル-5'-リン階 (PLP)を補酵





















成功した。さらに，基質主晋議機構を明らかにするために， BCATと4・methy1 valera teおよひ:Z-methylleucine
との複合体の構造を.分子置換法により決定した。
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六量体アミノ酸転移酵素であるBCATは，基本的には，ダイマーが3餌集合したものであり，その形状
はD3の対称を持つ三角プリズム型であることを明らかにした。基質の αーカ Jレボキシノレ基の之容議機構はβ-
ターン，チロシンの水酸基およびアルギニンのグアニジノ墓の利用するユニークなものであった。疎水f生
の側鎖の認識部位を特定し，グルタミン駿の側鎖の認識部位も推定している。また活性部位に基質が結合
すると，大きくゆらいでいた長いループ部分が活性部位を閉じ，基質を溶媒領域から隔離する事を示した。
以上のように，本論文は， BCATおよび基質アナログとの複合体の立体構造にもとづいて，酵素の機能
を解明したものであり，構造化学の発展に寄与する多くの成果を得ており 博士(理学〉の学位を綬与す
るに櫨するものと審査した。
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